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令和４年度事業報告書 
 

 

 

  熊本県は、人口が１，７２７，９０２人、高齢化率が３１．9％（いずれも熊本県推計人

口調査（令和３年１０月１日現在））で、全国より早く人口減少、高齢化が進行してい

る。このような中、県では、「熊本復旧・復興４カ年戦略」（平成２８年～平成３１年）に

続いて、令和３年３月に「新しいくまもと創造に向けた基本方針」（令和３年度～５年

度）を策定し、熊本地震、新型コロナウイルス感染症、令和２年豪雨災害といった喫

緊の課題に立ち向かうとともに、SDGｓなどの新しい時代の流れを取り入れ、「豊かで

活力に満ちた熊本」の実現に向けて取り組んでいる。 

基本方針の中では、高齢者に係る取組みとして、健康寿命の延伸に向けた取組

みや医療提供体制の確保、就労支援を行うとともに、地域での見守りや交通事故の

抑止、地域の公共交通手段の確保等に取り組み、安全・安心な地域づくりを推進す

るとされている。 

 

また、令和３年３月に策定された第８期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支

援計画（長寿・安心・くまもとプラン）においても、「高齢者が健やかに暮らし、いきいき

と活躍できる“長寿で輝く”くまもと」づくりを目指し、すべての高齢者が、暮らしたいと

思う地域・場所で、快適かつ安心・安全に、生きがいと社会参加の機会を持ちなが

ら、自立して長寿を全うすることのできる熊本を目指すこととされている。 

 

当財団には、こうした状況を踏まえ、「“長寿で輝く”くまもと」を目指し、活力ある長

寿社会づくりの一翼を担うことが期待されており、国や県と協調した施策展開、市町

村、社会福祉協議会、老人クラブ、各種団体等と連携した事業等の実施に努めると

ともに、簡素で効率的な運営に留意しながら、引き続き次の事業に取り組んできた。 

 

 なお、各事業の実施に当たっては、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を

十分行ったうえで開催した。 

 

１ 高齢者の積極的な社会参加を支援するための生きがい・健康づくり事業 

 

２ 高齢者への就労支援事業   
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事 業 実 施 状 況 

 

１ 高齢者の積極的な社会参加を支援するための生きがい・健康づくり事業 

 

（１） 広報事業                                     

高齢者の生きがいと健康づくりに役立てるための情報を提供することにより、明

るい長寿社会づくりに寄与した。 

 

①  情報誌「さわやか」の発行 （年２回）                  

健康･保健・福祉等に関する情報はもとより、高齢者の社会参加・貢献や仲間

づくりに関する記事を掲載した情報誌を発行し、企業、市町村、市町村社協、

老人クラブ、病院、公民館、図書館等に１０，５００部配布した。 

・第 96 号（夏号） 特集：輝いて生きる 

・第 97 号（春号） 特集：輝いて生きる 

       

②  財団事業紹介等のホ－ムペ－ジの運営                  

当財団の各種情報発信、シルバースポーツ交流大会をはじめ各種イベントの

参加者募集等を行うなど、ホームページにより適時的確な情報を提供した。ま

た、新たにフェイスブックの運用を始め、財団と利用者あるいは利用者相互の交

流の場を提供した。 

  

③  さわやかパートナーシップ講演会の開催     

熊本さわやか大学校卒業生の地域における主体的な各種活動の活性化及

びさわやか大学校の広報のため、各校卒業生会とのパートナーシップのもと、生

きがいや健康づくりのための講演会を開催した。 

なお、熊本校と八代校は、令和 5 年 2 月に開催を予定していたが、新型コロ

ナウィルスの感染拡大に伴い、中止した。 

・人吉・球磨校 令和５年２月２０日（月） 参加者５２名 

・天草校     令和５年３月２８日（火） 参加者７０名 

   

（２） 人材育成事業                                   

  高齢者が地域の活力維持の担い手としてその役割を果たせるよう、学習、活動

の機会を提供するとともに、高齢者の持つ豊かな知識と社会経験を活用し、その

活動の支援を図った。 

 

①  学習機会の提供                                   

  ア 熊本さわやか大学校の開校                   

高齢者の生きがい・健康づくりと仲間づく り、社会参加の促進を図るとともに、

高齢社会のリーダーを育成するため、熊本さわやか大学校を開校した。 

なお、令和４年度は、新型コロナ対策として通常より定員を減じて開校した。 
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 定 員 入学者 修了者 

熊本校（30期） ５０名 ５５名 ４９名 

八代校（22期） ４５名 １３名 １２名 

計 ９５名 ６８名 ６１名 

  

   イ 出前講座の開催                             

遠隔地の高齢者を対象に熊本さわやか大学校の講師を派遣して実施。高齢

者の生きがい・健康づくり、並びに社会参加の意識を高めてもらうため、２地域

で開催した。 

・人吉・球磨校 令和４年１０月１７日（月） 参加者４６名 

・天草校     令和４年 ８月２３日（火） 参加者６０名 

     

②  高齢者の人材活用、活動支援                           

高齢者が長年にわたって培ってきた知識や経験を活用するとともに、その活動

を支援した。 

 

ア 「熊本さわやか知恵袋」登録者の活用 

    長年にわたって培ってきた知識や技能を有する高齢者を登録し、地域

や団体などの利用者からの依頼に基づき登録者を派遣し、子供たちとの

交流、福祉施設の慰問及びスポーツ・文化の普及など、高齢者の地域活

動の活性化を図った。 
・知恵袋登録者・・・スポーツやアトラクションなど５分野 

個人：１２６名、団体：１０グループ（令和４年３月３１日現在） 

   （参考） 

知恵袋登録者の活動状況（令和３年４月～令和４年３月） 

・活動回数：個人 延べ１，０１８回、団体 延べ２０９回 

 

イ さわやかボランティアーズ活動の支援 

さわやか大学校の卒業生が地域毎に仲間づくりを図りながら、ボラ

ンティア活動を実践していこうという趣旨で結成された「さわやかボ

ランティアーズ」の主体的な活動を支援した。 

なお、令和４年度は、新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、活動

を一部自粛した。 

（令和４年度の主な活動） 

 ・環境美化活動（１０月、熊本城行幸坂周辺及び坪井川） 

 ・シルバー作品展、シルバー囲碁・将棋大会等財団主催事業の運

営補助 
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ウ さわやかシニアくらぶ活動の支援 

  各種企業から推薦された退職者及び熊本さわやか大学校卒業生で組織

する運営委員会（さわやかシニアくらぶ）が、サラリーマン OB など高齢者の社

会参加を目的として行うイベント(小旅行等)の企画を支援した。 

 

 

（３） スポーツ・文化振興事業                               

各種のスポ－ツ・文化活動を通して高齢者の健康保持と交流機会の拡大を図る

ことにより、新しい仲間づくりや積極的な社会参加を促し、元気に暮らせる地域社

会づくりを目指した。  

 

①  シルバ－スポ－ツ交流大会の開催                  

    高齢者の健康保持と交流機会の拡大を図るため、３年ぶりにシルバースポー

ツ交流大会を開催した。 

 ・期間 令和４年５月７日(土)～５月２２日（日） 

・会場 熊本県民総合運動公園ほか６会場 

・参加者 １，３５６名 

・種目 １７種目 

ラージボール卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、 

ペタンク、健康マラソン､グラウンドゴルフ､ソフトバレ－ボ－ル、ゴルフ、 

サッカ－、弓道、剣道、太極拳、ダンススポーツ、バウンドテニス、 

スポーツウェルネス吹矢 

 

②  シルバ－囲碁・将棋大会の開催                      

    新型コロナウイルス感染症感染防止のため、２日間に分けて開催した。 

・期日 囲碁 令和４年６月４日（土）、将棋 ６月１１日（土） 

   ・会場 熊本県総合福祉センター 

   ・参加者 囲碁９１名、将棋４８名 

 

③  シルバ－作品展の開催                         

高齢者の文化活動を促進し、生きがいづくりの推進を図るため、シルバー作品

展を開催した。 

なお、令和４年度は財団設立３０周年記念作品展を同時開催した。 

・期間 令和４年８月３０日(火)～９月４日(日) 

・会場 熊本県立美術館 分館 

・部門 ６部門(日本画、洋画、写真、書、彫刻、工芸) 

・出展作品数 ２７３点 
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④  第３４回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会（ねんりんピック 

かながわ２０２２）への選手派遣及び作品の出品        

ねんりんピックかながわ 2022 にスポーツ等選手団を派遣するとともに、作品を

出展し、他県の高齢者等との交流を図った。 

    ・開催地      神奈川県内１７市９町 

    ・期間        令和４年１１月１２日(土)～１１月１５日(火) 

    ・派遣選手     １４４名（スポ－ツ及び囲碁・将棋） 

    ・美術展出品   令和２年度に開催した第３２回熊本県シルバー作品展６部門

の金賞及び銀賞のうち１１作品を出品 

 

２ 高齢者への就労支援事業 

       

（１） 熊本高齢者無料職業紹介所の運営             

 高齢者の就労希望者に対してハローワーク及び熊本県生涯現役促進地域連携協議会

と連携しながら、その能力に応じた職業紹介を行うとともに、事業主に高齢者雇用(求人開拓

等)を働きかけた。 

・紹介責任者１名、事務支援員１名（熊本相談所） 

能力活用推進員(各県地域振興局) １０名 

① 求人・求職・就職状況 

・求人数    １，５７９名 

・新規求職数   ８９７名 

・紹介数       ６１４名 

・就職数      ２９６名 

 

 

② 職種別就職状況 

      ・雑役・炊事      １８８名 

      ・事 務          １４名 

      ・外 務           ０名 

      ・家事手伝い        ０名 

      ・店員・倉庫係       ５名 

      ・技術・技能職      ６５名 

      ・宿直・守衛        ２４名 

 

   

（2） 熊本県生涯現役促進地域連携協議会事務局の運営     

   令和 3 年度から令和 5 年度までの 3 年度間、厚生労働省委託事業である生涯

現役促進地域連携事業（地域協働コース）を受託した熊本県生涯現役促進地域

連携協議会の事務局を当財団に置き、熊本高齢者無料職業紹介所と連携しなが

ら高齢者への多様な就労支援に取り組んだ。 
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（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ  資産の部

１．流動資産

現金預金 11,974,552 10,906,946 1,067,606

未収収益 406,000 406,000 0

貯蔵品 61,727 199,076 △ 137,349

立替金 1,978,554 1,335,601 642,953

流動資産合計 14,420,833 12,847,623 1,573,210

２．固定資産

(1) 基本財産

定期預金 100,949,620 100,768,334 181,286

肥後銀行 42,835,578 42,654,292 181,286

熊本銀行 58,114,042 58,114,042 0

投資有価証券 420,595,728 420,777,014 △ 181,286

基本財産合計 521,545,348 521,545,348 0

(2) 特定資産

ねんりんピック基金 13,092,000 26,033,000 △ 12,941,000

肥後/普通 13,092,000 26,033,000 △ 12,941,000

特定資産合計 13,092,000 26,033,000 △ 12,941,000

(3) その他固定資産

保証金 24,000 24,000 0

その他固定資産合計 24,000 24,000 0

固定資産合計 534,661,348 547,602,348 △ 12,941,000

資産合計 549,082,181 560,449,971 △ 11,367,790

Ⅱ  負債の部

１．流動負債

未払金 2,737,589 2,455,670 281,919

預り金 265,786 172,475 93,311

所得税 44,055 △ 9,156 53,211

社会保険料 91,088 94,132 △ 3,044

雇用保険料 101,743 71,799 29,944

市・県民税 28,900 15,700 13,200

賞与引当金 721,120 684,020 37,100

流動負債合計 3,724,495 3,312,165 412,330

負債合計 3,724,495 3,312,165 412,330

Ⅲ  正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計 13,092,000 26,033,000 △ 12,941,000

（うち特定資産への充当額） 13,092,000 26,033,000 △ 12,941,000

２．一般正味財産 532,265,686 531,104,806 1,160,880

（うち基本財産への充当額） 521,545,348 521,545,348 0

正味財産合計 545,357,686 557,137,806 △ 11,780,120

負債及び正味財産合計 549,082,181 560,449,971 △ 11,367,790

貸借対照表

令和 5年 3月31日現在
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（単位：円）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

基本財産運用益 1,080,726 1,574,157 △ 493,431
基本財産利息収入 1,080,726 1,574,157 △ 493,431

特定資産運用益 106 155 △ 49
特定資産受取利息 106 155 △ 49

広告収入 375,000 350,000 25,000
広告収入 375,000 350,000 25,000

受取補助金等 42,742,000 38,974,000 3,768,000
明るい長寿社会づくり推進事業補助金 24,570,000 24,570,000 0
高齢者能力活用推進事業補助金 18,172,000 14,404,000 3,768,000

受取負担金 3,994,800 1,361,000 2,633,800
受取負担金 3,994,800 1,361,000 2,633,800

受取寄付金振替 12,941,000 5,313,000 7,628,000
ねんりんピック基金からの振替 12,941,000 5,313,000 7,628,000

雑収益 241,228 167,832 73,396
受取利息 248 372 △ 124
雑収益 240,980 167,460 73,520

経常収益計 61,374,860 47,740,144 13,634,716
(2) 経常費用

事業費 51,596,470 38,649,221 12,947,249
給料手当 25,544,276 24,365,712 1,178,564
法定福利費 2,443,891 2,454,752 △ 10,861
会議費 113,927 129,866 △ 15,939
旅費交通費 1,636,235 738,352 897,883
通信運搬費 2,790,106 2,348,343 441,763
消耗品費 3,722,202 2,018,351 1,703,851
印刷製本費 1,080,573 947,560 133,013
賃借料 2,364,735 1,239,244 1,125,491
保険料 81,532 11,172 70,360
諸謝金 1,807,710 1,127,000 680,710
支払助成金 6,548,350 219,744 6,328,606
租税公課 5,400 600 4,800
委託費 3,405,800 2,975,049 430,751
雑費 51,733 73,476 △ 21,743

管理費 8,617,510 9,172,034 △ 554,524
役員報酬 147,000 73,500 73,500
給料手当 4,275,035 4,205,628 69,407
法定福利費 741,233 843,570 △ 102,337
会議費 7,564 2,760 4,804
旅費交通費 16,323 11,764 4,559
通信運搬費 133,709 164,124 △ 30,415
消耗品費 204,480 500,721 △ 296,241
修繕費 85,700 12,281 73,419
印刷製本費 302,335 273,955 28,380
賃借料 1,845,708 1,836,942 8,766
租税公課 218,265 423,089 △ 204,824
委託費 396,000 396,000 0
支払負担金 184,000 183,000 1,000
雑費 60,158 244,700 △ 184,542

経常費用計 60,213,980 47,821,255 12,392,725
評価損益等調整前当期経常増減額 1,160,880 △ 81,111 1,241,991
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 1,160,880 △ 81,111 1,241,991

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 1,160,880 △ 81,111 1,241,991
一般正味財産期首残高 531,104,806 531,185,917 △ 81,111
一般正味財産期末残高 532,265,686 531,104,806 1,160,880

Ⅱ  指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 △ 12,941,000 △ 5,313,000 △ 7,628,000
一般正味財産への振替額 △ 12,941,000 △ 5,313,000 △ 7,628,000
当期指定正味財産増減額 △ 12,941,000 △ 5,313,000 △ 7,628,000
指定正味財産期首残高 26,033,000 31,346,000 △ 5,313,000
指定正味財産期末残高 13,092,000 26,033,000 △ 12,941,000

Ⅲ  正味財産期末残高 545,357,686 557,137,806 △ 11,780,120

正味財産増減計算書
令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月31日まで
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Ⅰ  一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

基本財産運用益 1,080,726 0 0 0 0 0 1,080,726

基本財産利息収入 1,080,726 0 0 0 0 0 1,080,726

特定資産運用益 106 0 0 0 0 0 106

特定資産受取利息 106 0 0 0 0 0 106

広告収入 375,000 375,000 0 0 0 375,000 0

広告収入 375,000 375,000 0 0 0 375,000 0

受取補助金等 42,742,000 1,644,000 3,765,000 13,477,000 18,172,000 37,058,000 5,684,000

明るい長寿社会づくり推進事業補助金 24,570,000 1,644,000 3,765,000 13,477,000 0 18,886,000 5,684,000

高齢者能力活用推進事業補助金 18,172,000 0 0 0 18,172,000 18,172,000 0

受取負担金 3,994,800 0 1,437,800 2,557,000 0 3,994,800 0

受取負担金 3,994,800 0 1,437,800 2,557,000 0 3,994,800 0

受取寄付金振替 12,941,000 1,386,000 2,944,000 5,974,000 546,000 10,850,000 2,091,000

ねんりんピック基金からの振替 12,941,000 1,386,000 2,944,000 5,974,000 546,000 10,850,000 2,091,000

雑収益 241,228 0 0 176,800 0 176,800 64,428

受取利息 248 0 0 0 0 0 248

雑収益 240,980 0 0 176,800 0 176,800 64,180

経常収益計 61,374,860 3,405,000 8,146,800 22,184,800 18,718,000 52,454,600 8,920,260

(2) 経常費用

事業費 51,596,470 3,140,310 7,892,501 21,963,866 18,599,793 51,596,470 0

給料手当 25,544,276 1,291,360 3,885,632 7,005,314 13,361,970 25,544,276 0

法定福利費 2,443,891 206,526 545,201 1,187,007 505,157 2,443,891 0

会議費 113,927 0 14,685 79,442 19,800 113,927 0

旅費交通費 1,636,235 43,935 286,082 622,366 683,852 1,636,235 0

通信運搬費 2,790,106 722,669 541,052 752,517 773,868 2,790,106 0

消耗品費 3,722,202 31,780 240,450 669,861 2,780,111 3,722,202 0

印刷製本費 1,080,573 0 424,928 371,570 284,075 1,080,573 0

賃借料 2,364,735 34,910 759,826 1,536,459 33,540 2,364,735 0

保険料 81,532 0 3,360 78,172 0 81,532 0

諸謝金 1,807,710 85,000 1,179,400 411,510 131,800 1,807,710 0

支払助成金 6,548,350 0 0 6,548,350 0 6,548,350 0

租税公課 5,400 0 0 4,200 1,200 5,400 0

委託費 3,405,800 723,030 0 2,682,770 0 3,405,800 0

雑費 51,733 1,100 11,885 14,328 24,420 51,733 0

管理費 8,617,510 0 0 0 0 0 8,617,510

役員報酬 147,000 0 0 0 0 0 147,000

給料手当 4,275,035 0 0 0 0 0 4,275,035

法定福利費 741,233 0 0 0 0 0 741,233

会議費 7,564 0 0 0 0 0 7,564

旅費交通費 16,323 0 0 0 0 0 16,323

通信運搬費 133,709 0 0 0 0 0 133,709

消耗品費 204,480 0 0 0 0 0 204,480

修繕費 85,700 0 0 0 0 0 85,700

印刷製本費 302,335 0 0 0 0 0 302,335

賃借料 1,845,708 0 0 0 0 0 1,845,708

租税公課 218,265 0 0 0 0 0 218,265

委託費 396,000 0 0 0 0 0 396,000

支払負担金 184,000 0 0 0 0 0 184,000

雑費 60,158 0 0 0 0 0 60,158

経常費用計 60,213,980 3,140,310 7,892,501 21,963,866 18,599,793 51,596,470 8,617,510

評価損益等調整前当期経常増減額 1,160,880 264,690 254,299 220,934 118,207 858,130 302,750

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 1,160,880 264,690 254,299 220,934 118,207 858,130 302,750

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替前当期一般正味財産増減額 1,160,880 264,690 254,299 220,934 118,207 858,130 302,750

当期一般正味財産増減額 1,160,880 264,690 254,299 220,934 118,207 858,130 302,750

一般正味財産期首残高 531,104,806 235,639 △ 734,408 3,725,354 300,273 3,526,858 527,577,948

一般正味財産期末残高 532,265,686 500,329 △ 480,109 3,946,288 418,480 4,384,988 527,880,698

Ⅱ  指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 △ 12,941,000 △ 1,386,000 △ 2,944,000 △ 5,974,000 △ 546,000 △ 10,850,000 △ 2,091,000

一般正味財産への振替額 △ 12,941,000 △ 1,386,000 △ 2,944,000 △ 5,974,000 △ 546,000 △ 10,850,000 △ 2,091,000

当期指定正味財産増減額 △ 12,941,000 △ 1,386,000 △ 2,944,000 △ 5,974,000 △ 546,000 △ 10,850,000 △ 2,091,000

指定正味財産期首残高 26,033,000 △ 3,889,000 △ 5,507,000 △ 20,267,000 △ 1,544,000 △ 31,207,000 57,240,000

指定正味財産期末残高 13,092,000 △ 5,275,000 △ 8,451,000 △ 26,241,000 △ 2,090,000 △ 42,057,000 55,149,000

Ⅲ  正味財産期末残高 545,357,686 △ 4,774,671 △ 8,931,109 △ 22,294,712 △ 1,671,520 △ 37,672,012 583,029,698

正味財産増減計算書内訳表
令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月31日まで

（単位：円）

科        目 合計

実施事業会計

法人会計
広報事業 人材育成事業 ｽﾎﾟｰﾂ文化振興

熊本県高齢者無
料職業紹介所運

営
小計
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　　額

(流動資産)

現金 手元保管 運転資金として 54,078

預金 普通預金 11,920,474

  肥後銀行水道町支店 8,493,748

  熊本銀行本店 3,426,726

未収収益
国債運用利息収入
（Ｒ4.12～Ｒ5.3分）

406,000

貯蔵品 未使用切手、バスカード他 61,727

立替金 生涯現役促進地域連携協議会 1,978,554

14,420,833

(固定資産)

  基本財産

定期預金 100,949,620

  肥後銀行 　肥後銀行水道町支店 42,835,578

  熊本銀行 　熊本銀行本店 58,114,042

投資有価証券
　肥後銀行、熊本銀行、
　ＦＦＧ証券 420,595,728

  特定資産

ねんりんピック基金 13,092,000

  肥後/普通 13,092,000

  その他固定資産

保証金 　タイムズ駐車場 　ビジネスカード 24,000

534,661,348

549,082,181

(流動負債)

未払金 2,737,589

預り金 265,786

  所得税 44,055

  社会保険料 91,088

  雇用保険料 101,743

  市・県民税 28,900

賞与引当金 721,120

3,724,495

3,724,495

545,357,686

  流動資産合計

財産目録
令和 5年 3月31日現在

貸借対照表科目

    正味財産

  固定資産合計

    資産合計

  流動負債合計

    負債合計
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(単位：円)
区
　
分

資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価格

利付国債(10年)
第339回

50,057,174 0 17,592 50,039,582

利付国債(10年)
第339回

49,979,876 6,192 0 49,986,068

利付国債(10年)
第341回

200,517,500 0 138,000 200,379,500

利付国債(10年)
第341回

70,052,470 0 13,992 70,038,478

利付国債(10年)
第364回

50,169,994 0 17,894 50,152,100

定期預金
（肥後銀行）

42,654,292 181,286 0 42,835,578

定期預金
（熊本銀行）

58,114,042 0 0 58,114,042

基本財産計 521,545,348 187,478 187,478 521,545,348

ねんりんピック基金
 普通預金

26,033,000 0 12,941,000 13,092,000

ねんりんピック基金
 定期預金

0 0 0 0

特定資産計 26,033,000 0 12,941,000 13,092,000

基本財産及び特定資産の明細

　※　特定資産の当期減少額12,941,000円は、一般正味財産への振替額である。

特
定
資
産

附属明細書
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１継続事業の前提に関する注記

該当なし

２ 重要な会計方針

(１) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　   満期保有目的の債券…償却原価法(定額法)を採用しています。

　　

(２) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　 最終仕入原価法によっています。

　　

(３) 固定資産の減価償却の方法

　　 定額法によっています。

　　　 　  建物、建物附属設備及び什器備品 … 該当なし

　　　　   リース資産…該当なし

(４) 引当金の計上基準

　　  退職給付引当金 … 該当なし

　　  役員退職慰労引当金 … 該当なし

(５) 消費税等の会計処理

　　  消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

３ 会計方針の変更

該当なし。

　　 　　賞与引当金 … 職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に
　　　　　　　　　　　 帰属する額を計上しています。

財務諸表に対する注記

  平成２５年度から「公益法人会計基準」(平成20年4月11日、平成21年10月16日改正
  内閣府公益認定等委員会)を採用しています。
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４ 基本財産及び特定資産の増減額及び残高

区　分 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価格

521,545,348 187,478 187,478 521,545,348

26,033,000 0 12,941,000 13,092,000

0 0 0 0

26,033,000 0 12,941,000 13,092,000

　
(単位：円)

50,057,174 0 17,592 50,039,582

第364回
50,169,994

200,379,500
第341回

0 17,894 50,152,100

200,517,500 0

利付国債(10年)

第339回

利付国債(10年)

70,052,470 0 13,992 70,038,478

42,654,292 181,286 0 42,835,578

利付国債(10年)

第341回

定期預金

（肥後銀行）

定期預金

（熊本銀行）

利付国債(10年)

   基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりです。

   基本財産及び特定資産の明細

※　特定資産の当期減少額12,941,000円は、一般正味財産への振替額である。

資産の種類

58,114,042 0 0 58,114,042

基本財産計

ねんりんピック基金
普通預金

ねんりんピック基金
定期預金

特定資産計

利付国債(10年)

第339回

138,000

特
　
定
　
資
　
産

49,979,876 6,192 0 49,986,068
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区　分 当期末残高
（うち指定正
味財産からの
充当額）

（うち一般正
味財産からの
充当額）

（うち負債に
充当する額）

521,545,348 (521,545,348) 0

13,092,000 (13,092,000) 0

0 0 0

13,092,000 (13,092,000) 0

６　担保に供している資産

 該当なし

７　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

 該当なし

８　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

　　該当なし

    

９　証債務等の偶発債務

 該当なし

(42,835,578) 0

58,114,042 (58,114,042) 0

基
　
本
　
財
　
産

利付国債(10年)

第341回

利付国債(10年)

定期預金

（肥後銀行）

定期預金

（熊本銀行）

基本財産計

42,835,578

50,152,100 (50,152,100) 0
第364回

(49,986,068)

   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりです。

第341回

資産の種類

50,039,582 (50,039,582) 0

49,986,068

５ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

特
定
資
産

ねんりんピック基金
普通預金

ねんりんピック基金
定期預金

特定資産計

(200,379,500) 0

利付国債(10年)

0

利付国債(10年)

第339回

利付国債(10年)

第339回

200,379,500

70,038,478 (70,038,478) 0
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10　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　  満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである

区　分 帳簿価額 時価 評価損益

50,039,582 50,530,000 490,418

49,986,068 50,530,000 543,932

200,379,500 201,980,000 1,600,500

70,038,478 70,693,000 654,522

50,152,100 49,060,000 △ 1,092,100

420,595,728 422,793,000 2,197,272

交付者 前期末残高 当期増加高 当期減少額 当期末残高
貸借対照表
上の記載区
分

熊本県 0 24,570,000 24,570,000 0 ―

熊本県 0 18,172,000 18,172,000 0 ―

0 42,742,000 42,742,000 0

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

26,033,000 0 12,941,000 13,092,000

　金額

12,941,000

12,941,000合　計

内容

経常収益への振替額

　受取寄付金等振替額

ねんりんピック基金

高齢者能力活用推進
事業

合　計

助成金の名称

明るい長寿社会づく
り推進事業

13,092,000

11  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりです。

12  基金及び代替基金の増減額及びその残高

　　基金及び代替基金の増減額及びその残高は、次のとおりです。

0

利付国債(10年)第341回

利付国債(10年)第364回

基金
26,033,000

合　計

資産の種類

科目

13  指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

利付国債(10年)第341回

基
本
財
産

合  計

12,941,000

利付国債(10年)第339回

利付国債(10年)第339回
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　　キャッシュフロー計算書の作成なし

16  重要な後発事象

　　　 1) リース資産の内容…本部及び支部におけるコンピュータ  … 該当なし

　　　 2) 未経過リース料期末残高相当額 … 該当なし

　(１) 実施事業資産は、下記のとおりである。

　　　 該当なし

　(２) リース取引関係

　　　 リース会計基準適用初年度開始前のファイナンス・リース取引 … 該当なし

　　該当なし

17  その他

14  関連当事者との取引の内容

　　該当なし

15  キャッシュフロー計算書における資金の範囲及び重要な非資金取引

17
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令和５年度事業計画について 
 

 

事 業 運 営 方 針 

 

  熊本県は、人口が１，７１７，７６６人、高齢化率が３２．１％（いずれも熊本県推計人

口調査（令和４年１０月１日現在））で、全国より早く人口減少、高齢化が進行してい

る。このような中、県では、令和３年３月に「新しいくまもと創造に向けた基本方針」（令

和３年度～５年度）を策定し、熊本地震、新型コロナウイルス感染症、令和２年豪雨

災害といった喫緊の課題に立ち向かうとともに、SDGｓなどの新しい時代の流れを取り

入れ、「豊かで活力に満ちた熊本」の実現に向けて取り組んでいる。 

基本方針の中では、高齢者に係る取組みとして、安全安心な社会の実現に向け、

子供や高齢者、障がい者等が自分らしく安心して住み慣れた地域で暮らせる社会の

実現を目指し、健康寿命の延伸に向けた取組みや医療提供体制の確保、就労支援

を行うとともに、地域での見守りや交通事故の抑止、地域の公共交通手段の確保等

に取り組み、安全・安心な地域づくりを推進するとされている。 

 

また、令和３年３月に策定された第８期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支

援計画（長寿・安心・くまもとプラン）においても、「高齢者が健やかに暮らし、いきいき

と活躍できる“長寿で輝く”くまもと」づくりを目指し、すべての高齢者が、暮らしたいと

思う地域・場所で、快適かつ安心・安全に、生きがいと社会参加の機会を持ちなが

ら、自立して長寿を全うすることのできる熊本を目指すこととされている。 

 

当財団には、こうした状況を踏まえ、「“長寿で輝く”くまもと」を目指し、活力ある長

寿社会づくりの一翼を担うことが期待されており、国や県と協調した施策展開、市町

村、社会福祉協議会、老人クラブ、各種団体・企業等と連携した事業等の実施に努

めるとともに、簡素で効率的な運営に留意しながら、引き続き次の事業に取り組むも

のとする。 

 

一方、当財団は、平成２５年度に一般財団法人に移行以来、厳しい財政状況の

中、事業遂行に努めてきたが、これまで財源不足を補完してきたねんりんピック基金

が令和５年度に底をつき、令和６年度以降は大幅な財源不足が見込まれている。そ

こで、基本財産の活用も含め事業の抜本的改革を図るとともに、収支状況の改善に

努め、一般財団法人移行時からの方針である公益財団法人への移行を目指すこと

としたい。 

 

１ 高齢者の積極的な社会参加を支援するための生きがい・健康づくり事業 

 

２ 高齢者への就労支援事業   
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事 業 実 施 計 画 

 

１ 高齢者の積極的な社会参加を支援するための生きがい・健康づくり事業 

 

（１） 広報事業                                     ３，８４５千円 

高齢者の生きがいと健康づくりに役立てるための情報を提供することにより、高

齢期を元気に生き抜き、明るい長寿社会づくりに寄与する。 

 

①  情報誌「さわやか」の発行 （春・夏年２回）            （２，９１７千円） 

健康･保健・福祉等に関する情報はもとより、高齢者の社会参加・貢献や仲間

づくりに関する記事を掲載した情報誌を発行し、企業、市町村、市町村社協、

老人クラブ、病院、公民館、図書館等に幅広く配布する。 

       

②  財団事業紹介等のホ－ムペ－ジの運営                  （６２千円） 

当財団の各種情報発信、シルバースポーツ交流大会をはじめ各種イベントの

参加者募集等を行うなど、ホームページにより適時的確な情報を提供する。ま

た、フェイスブックなどにより、財団と利用者あるいは利用者相互の交流の場を

提供する。 

  

③ さわやかパートナーシップ講演会の開催              （８６６千円） 

熊本さわやか大学校卒業生の地域における主体的な各種活動の活性化及

びさわやか大学校の広報のため、各校卒業生会とのパートナーシップのもと、生

きがいや健康づくりのための講演会を開催する。 

   

（２） 人材育成事業                                  ９，５７３千円 

  高齢者が地域の活力維持の担い手としてその役割を果たせるよう、学習、活動

の機会を提供するとともに、高齢者の持つ豊かな知識と社会経験を活用し、その

活動の支援を図る。 

 

①  学習機会の提供                                   （９，４１５千円） 

高齢者が豊かで元気に過ごすための学習機会を提供することにより、高齢社

会をリードする人材の育成を図る。 

  ア 熊本さわやか大学校の開校                   （９，２７５千円） 

熊本さわやか大学校を開校して高齢者の生きがい・健康づくりと仲間づく  

り、更には社会参加の促進を図るとともに、高齢社会を活性化させるリーダーを

育成する。 

なお、引き続き新型コロナウイルス感染防止のため、昨年度と同程度の募集

定員とし、感染防止対策を徹底して開講する。 

期間 令和５年４月～令和６年３月 

 

20



 

 

 場  所 定 員 実施日 講座数 

 熊本校 

 八代校 

熊本県総合福祉センター 

桜十字ホールやつしろ 

  ７０名 

４５名 

毎週木曜日 

毎週火曜日 

４０講座 

４０講座 

  

   イ 出前講座の開催（人吉校、天草校）                （１４０千円） 

遠隔地の高齢者を対象に熊本さわやか大学校の講師を派遣して実施。高齢

者の生きがい・健康づくり、並びに社会参加の意識を高めてもらうため、毎年数

地域で開催する。 

     

② 高齢者の人材活用、活動支援                          （１５８千円）  

高齢者が長年にわたって培ってきた知識や経験を活用するとともに、その活動

を支援する。 

 

ア 「熊本さわやか知恵袋」登録者の活用 

    長年にわたって培ってきた知識や技能を有する高齢者を登録し、地域

や団体などの利用者からの依頼に基づき登録者を派遣する。 
   ＜登録者の分野＞ 

伝承遊び、スポーツ、文化など 
 

イ さわやかシニアくらぶ活動の支援 

      各種企業から推薦された退職者及び熊本さわやか大学校卒業生で組織す

る運営委員会（さわやかシニアくらぶ）が、高齢者の社会参加を目的として行

うイベント(小旅行等)の企画を支援する。 

 

 

（３） スポーツ・文化振興事業                              ２４，０７６千円 

各種のスポ－ツ・文化活動を通して高齢者の健康保持と交流機会の拡大を図る

ことにより、新しい仲間づくりや積極的な社会参加を促し、元気に暮らせる地域社

会づくりに資する。  

 

①  シルバ－スポ－ツ交流大会の開催                  （６，８３９千円） 

   ・期間 令和５年５月１０日(水)～５月２１日（日） 

   ・会場 熊本県民総合運動公園ほか８会場 

   ・種目 １８種目 

ラージボール卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、 

ペタンク、健康マラソン､グラウンドゴルフ､ソフトバレ－ボ－ル、ゴルフ、 

サッカ－、弓道、剣道、太極拳、ダンススポーツ、バウンドテニス、 

スポーツウェルネス吹矢、バドミントン 
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②  シルバ－囲碁・将棋大会の開催                    （６３４千円） 

    新型コロナウイルス感染症感染防止のため、2 日間に分けて開催する。 

・期日 囲碁 令和５年６月３日（土）、将棋 ６月４日（日） 

   ・会場 熊本県総合福祉センター 

 

③  シルバ－作品展の開催                       （３，０６９千円） 

   ・期間 令和５年８月２９日（火)～９月３日(日) 

・会場 熊本県立美術館 分館 

・部門 ６部門(日本画、洋画、写真、書、彫刻、工芸) 

    

④  第３５回全国健康福祉祭えひめ大会（ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３）

への選手派遣及び作品の出品                 （１３，５３４千円）  

ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ 2023 にスポーツ等選手団を派遣するとともに、作

品を出展し、他県の高齢者等との交流を図る。 

    ・開催地     愛媛県内１１市９町 

    ・期間       令和５年１０月２８日(土)～１０月３１日(火) 

    ・派遣選手   １５０名程度（スポ－ツ及び囲碁・将棋の２１競技） 

    ・美術展出品  日本画等の６部門の優秀作品各２点を出品 

 

 

２ 高齢者への就労支援事業 

       

（１） 熊本高齢者無料職業紹介所の運営               １７，９８５千円 

 概ね６０歳以上の高齢者の就労の機会を拡大し、その知識や経験を社会に役

立たせるとともに、生活の安定と生きがいを得られるよう、県総合福祉センター内

及び県内 10 か所の県地域振興局内に熊本高齢者無料職業紹介所（相談所）を

設置し、ハローワークその他の就労支援機関と連携をとりながら職業紹介及び職

場開拓を行う。 

特に、令和 3 年 4 月から当財団が事務局を担当している熊本県生涯現役促進

地域連携協議会と緊密に連携しながら、総合相談からマッチングまで隙間なく支

援していく。 

なお、熊本高齢者無料職業紹介所が高齢者にとって親しみの持てる場所となる

よう、令和 5 年 4 月から各相談所を「シニアジョブサポくまもと」（「くまもと」の部分

は各地域振興局の呼び名に置き換える）と愛称で呼ぶこととする。 
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科　　　目 予　算　額 前年度予算額 増減
Ｉ　一般正味財産の増減の部
　1．経常増減の部
   （１）経常収益
　　　①基本財産運用益 1,080,000 1,101,000 △ 21,000
　　　　　　基本財産利息収入 1,080,000 1,101,000 △ 21,000
      ②特定資産運用益 0 0 0
            特定資産利息収入 0 0 0
　　　③広告収入等 350,000 300,000 50,000
　　　　　　広告収入等 350,000 300,000 50,000
　　　④受取補助金等 41,793,000 42,742,000 △ 949,000

明るい長寿社会づくり推進事業補助金 24,570,000 24,570,000 0
高齢者能力活用推進事業補助金 17,223,000 18,172,000 △ 949,000

　　　⑤受取負担金 4,030,000 4,030,000 0
　　　　　　負担金収入 4,030,000 4,030,000 0
　　　⑥受取寄付金振替額 10,092,000 15,941,000 △ 5,849,000
　　　　　　ねんりんピック基金からの振替 10,092,000 15,941,000 △ 5,849,000
　　　⑦雑収益 5,000 5,000 0
　　　　　　受取利息 5,000 5,000 0
　　　　　　雑収入 0 0 0
　　　経常収益計 57,350,000 64,119,000 △ 6,769,000
   （２）経常費用
　　　①事業費 55,479,000 54,438,000 1,041,000
　　　　　　給料手当 28,397,000 25,997,000 2,400,000
　　　　　　臨時雇賃金 0 0 0
　　　　　　法定福利費 3,086,000 2,678,000 408,000
　　　　　　会議費 204,000 181,000 23,000
　　　　　　旅費交通費 1,851,000 2,087,000 △ 236,000
　　　　　　通信運搬費 3,126,000 3,166,000 △ 40,000
　　　　　　消耗品費 1,837,000 3,397,000 △ 1,560,000
　　　　　　印刷製本費 1,163,000 957,000 206,000
　　　　　　燃料費 7,000 7,000 0
　　　　　　賃借料 2,781,000 2,751,000 30,000
　　　　　　保険料 112,000 116,000 △ 4,000
　　　　　　諸謝金 2,040,000 1,976,000 64,000
　　　　　　助成金支出　　　 6,886,000 6,811,000 75,000
　　　　　　委託費 3,910,000 4,265,000 △ 355,000
　　　　　　負担金支出 0 0 0
　　　　　　租税公課費 6,000 6,000 0
　　　　　　雑費 73,000 43,000 30,000
　　　②管理費 9,961,000 9,681,000 280,000
        　　役員報酬 557,000 557,000 0
　　　　　　給与手当 4,712,000 4,426,000 286,000
　　　　　　法定福利費 858,000 781,000 77,000
　　　　　　会議費 45,000 45,000 0
　　　　　　旅費交通費 167,000 167,000 0
　　　　　　通信運搬費 93,000 93,000 0
　　　　　　消耗品費 209,000 209,000 0
　　　　　　修繕費 113,000 113,000 0
　　　　　　印刷製本費 216,000 216,000 0
　　　　　　賃借料 1,931,000 1,964,000 △ 33,000
　　　　　　委託費 396,000 396,000 0
　　　　　　租税公課費 392,000 392,000 0
　　　　　　負担金支出 185,000 235,000 △ 50,000
　　　　　　雑費 87,000 87,000 0
　　　経常費用計 65,440,000 64,119,000 1,321,000
　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0
　　　　　投資有価証券評価益 0 0 0
　　　　　当期経常増減額 △ 8,090,000 0 △ 8,090,000
　２　経常外増減の部 0 0 0
   （１）経常外収益 0 0 0
   （２）経常外費用 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　他会計振替額 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 8,090,000 0 △ 8,090,000
　　　　　一般正味財産期首残高 531,104,806 531,185,917 △ 81,111
　　　　　一般正味財産期末残高 523,014,806 531,185,917 △ 8,171,111
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　 受取寄附金 0 0 0
　　一般正味財産への振替額 △ 10,092,000 △ 15,941,000 5,849,000
　　　　当期指定正味財産増減額 △ 10,092,000 △ 15,941,000 5,849,000
　　　　指定正味財産期首残高 10,092,000 26,033,000 △ 15,941,000
　　　　指定正味財産期末残高 0 10,092,000 △ 10,092,000
Ⅲ　正味財産期末残高 523,014,806 541,277,917 △ 18,263,111

令和5年度　 正味財産増減計算書 （予算書）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年4月1日から令和6年3月31日まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円）
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令和5年度　正味財産増減計算書 （予算書内訳表)
(単位:円）

公１ 公２
高齢者の積極的な社会参加
を支援するための生きがい･
健康づくり事業

高齢者への就労支援事業

・情報誌の発行・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
の運営･さわやかﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ
講演会
・熊本さわやか大学校・ふ
れあい人材ﾊﾞﾝｸ
・ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ交流大会等・

・熊本県無料職業紹介所運
営

Ｉ　一般正味財産の増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　 ①基本財産運用益 0 0 0 1,080,000 1,080,000
　　　　　　 基本財産利息収入 1,080,000 1,080,000
　　　 ②特定資産運用益 0 0 0 0 0
　　　　　　 特定資産利息収入 0 0
　　　 ③広告収入等 350,000 0 350,000 0 350,000
　　　　　　 広告収入等 350,000 350,000 0 350,000
       ④受取補助金等 18,886,000 17,223,000 36,109,000 5,684,000 41,793,000
　               明るい長寿社会づくり推進事業補助金 18,886,000 18,886,000 5,684,000 24,570,000
　　　　　　　 高齢者能力活用推進事業補助金 17,223,000 17,223,000 0 17,223,000
　　　 ⑤受取負担金 4,030,000 0 4,030,000 0 4,030,000
　　　　　   負担金収入 4,030,000 4,030,000 0 4,030,000
　　　 ⑥受取寄付金振替額 7,726,000 536,000 8,262,000 1,830,000 10,092,000
　           ねんりんピック基金からの振替 7,726,000 536,000 8,262,000 1,830,000 10,092,000
     　⑦雑収益 0 0 0 5,000 5,000
　　　       受取利息 0 5,000 5,000
　　　       雑収入 0 0 0
　　   経常収益計 30,992,000 17,759,000 48,751,000 8,599,000 57,350,000
　　（２）経常費用
　　　①事業費 37,494,000 17,985,000 55,479,000 55,479,000
　　　　　　給料手当 13,929,000 14,468,000 28,397,000 28,397,000
　　　　　　臨時雇賃金 0 0 0 0
　　　　　　法定福利費 2,331,000 755,000 3,086,000 3,086,000
　　　　　　会議費 184,000 20,000 204,000 204,000
　　　　　　旅費交通費 989,000 862,000 1,851,000 1,851,000
　　　　　　通信運搬費 2,316,000 810,000 3,126,000 3,126,000
　　　　　　消耗品費 1,223,000 614,000 1,837,000 1,837,000
　　　　　　印刷製本費 899,000 264,000 1,163,000 1,163,000
　　　　　　燃料費 7,000 0 7,000 7,000
　　　　　　賃借料 2,745,000 36,000 2,781,000 2,781,000
　　　　　　保険料 112,000 0 112,000 112,000
　　　　　　諸謝金 1,914,000 126,000 2,040,000 2,040,000
　　　　　　助成金支出　　　 6,886,000 0 6,886,000 6,886,000
　　　　　　委託費 3,910,000 0 3,910,000 3,910,000
　　　　　　負担金支出 0 0 0 0
　　　　　　租税公課費 6,000 0 6,000 6,000
　　　　　　雑費 43,000 30,000 73,000 73,000
　　　②管理費 0 0 0 9,961,000 9,961,000
        　　役員報酬 557,000 557,000
　　　　　　給与手当 4,712,000 4,712,000
　　　　　　法定福利費 858,000 858,000
　　　　　　会議費 45,000 45,000
　　　　　　旅費交通費 167,000 167,000
　　　　　　通信運搬費 93,000 93,000
　　　　　　消耗品費 209,000 209,000
　　　　　　修繕費 113,000 113,000
　　　　　　印刷製本費 216,000 216,000
　　　　　　賃借料 1,931,000 1,931,000
　　　　　  委託料 396,000 396,000
　　　　　　租税公課費 392,000 392,000
　　　　　　負担金支出 185,000 185,000
　　　　　　雑費 87,000 87,000
　　   経常費用計 37,494,000 17,985,000 55,479,000 9,961,000 65,440,000
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0 0 0
　　　　　投資有価証券評価益 0 0 0 0 0
　　　　　当期経常増減額 △ 6,502,000 △ 226,000 △ 6,728,000 △ 1,362,000 △ 8,090,000
　２　経常外増減の部 0 0 0 0 0
　　（１）経常外収益 0 0 0 0 0
　　（２）経常外費用 0 0 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0
　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 6,502,000 △ 226,000 △ 6,728,000 △ 1,362,000 △ 8,090,000
　　　　　一般正味財産期首残高 531,104,806
　　　　　一般正味財産期末残高 523,014,806
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　受取寄附金 0 0 0 0 0
　　　　一般正味財産への振替額 △ 7,726,000 △ 536,000 △ 8,262,000 △ 1,830,000 △ 10,092,000
　　　　　当期指定正味財産増減額 △ 7,726,000 △ 536,000 △ 8,262,000 △ 1,830,000 △ 10,092,000
　　　　　指定正味財産期首残高 8,262,000 1,830,000 10,092,000
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 0 0 523,014,806

科　目

実施事業等会計

法人会計 合計
小計
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